
11 102020年12月号2020年12月号

野生動物の対策対策 村内の野生動物に関するお困りごとをご相談ください

こちら駐在所です 問　占冠駐在所　☎　56-2110　

生涯学習の窓窓 教育・文化・スポーツのホットな情報をお届けします

　一定の条件下でシカを数え、生息密度や増減の指
標を得る調査（通称「シカセンサス」）を、村は独
自に年間10回ほど実施しています。また毎年10月、
全道市町村での一斉調査もあります。これらの結果

をもとにシカの増減の推
定を試みていますが、いず
れの指標値を見ても、ここ
数年、増加が疑われる状況
です（左図）。当面の対応
として捕獲努力を強めて
おり、駆除は10月に33頭、
10月末の累計は310頭で、
ともに猟区設定以降、最多
となっています。

問　教育委員会社会教育担当　☎　56-2183問　林業振興室　☎　56-2174

　今年も残すところあとわずかとなりました。年明けには、20歳の輝かしい未来への旅立ちを祝して、
占冠村成人式が行われます。すでに行政区回覧にてご案内しておりますが、進学や就職のため村外に住
民票を移している方も参加できますので、該当の方はお声かけください。
　なお、新型コロナウイルス感染症対策のため、例年の内容から変更がございます。ご注意ください。

『早寝早起き朝ごはん』運動に取り組みましょう！『早寝早起き朝ごはん』運動に取り組みましょう！
　12月と１月は、子どもたちの生活リズムの向上を目
的とした『早寝早起き朝ごはん』運動啓発強化期間です。
子どもたちが毎日を元気に楽しく過ごし、健やかに成
長していくために、早寝早起きや朝にきちんとごはん
を食べること、テレビやテレビゲーム、メディアに触
れる時間を減らして学習や運動を行うなどの基本的な
生活習慣を身に付けることがとても大切です。
　子どもたちの生活リズムが乱れがちになる冬休み期
間中に、家族みんなで『早寝早起き朝ごはん』運動に
積極的に取り組みましょう。
　統計によると、北海道の子どもた
ちは、全国と比べて睡眠時間が短く、
朝食を毎日食べる割合も低いです。
新型コロナウイルスの影響で外出
はあまりできないかもしれません
が、読書や家庭学習、家族との団
らんにあてるなど、健康的な生活
を心がけましょう。

　10月の実施状況は下表のとおりです。健康調査や
車両の消毒など新型コロナウィルス対策を実施して
おり、今のところ感染情報はありません。また銃猟
に伴う事故、違反等も発生ありません。

　野生鳥獣管理学研（伊藤助教ら）の各種生態調査
は、11月末で今期の作業を事故なく終了しました。
また狩猟管理学研の大学院生による
アンケート調査は、大変多くの皆様
からご回答をいただけているとのこ
とです。ご協力ありがとうございま
した。研究成果もご紹介できるよ
う、取り進めてまいります。

雪による事故の防止雪による事故の防止
早めの氷雪下ろしを
　屋根からの氷雪の落下により、下敷きになるなどの事故が毎年
発生しております。氷雪が屋根からせり出している軒下などは、
危険ですので近づかないようにしましょう。また、氷雪は早めに
下ろして、落氷雪による事故を防止しましょう。

雪下ろし等の作業は複数かつ安全確保
　屋根の雪下ろし中に、はしごや屋根から転落する事故も発生し
ています。作業するときは、補助者を置くなど複数で行うととも
に、転落防止や万一のときに備え、万全の措置を講じましょう。

成人式のご案内成人式のご案内

▶該当者　平成12年(2000年)４月２日から平成13年(2001年)４月１日までに生まれた方
▶日　時　令和３年１月９日（土）　14：00～
▶場　所　占冠村コミュニティプラザ　多目的ホール　
　　　　　※例年実施場所の総合センター議場から変更になっています。ご来場の際はご注意ください。

※お申込みをいただいた方には、
　案内状を送付します。
※例年式典後に行っていた祝宴は
　ありません。スライドショーの
　上映のみとなります。
※新型コロナウイルス感染症の感
　染状況によって、内容等に変更
　が生じる可能性があります。
※ご不明な点があれば、教育委員
　会までお問合せください。

【早寝早起き朝ごはん運動】

①朝は日光を浴び、朝食をとりましょう！

②適度な運動を習慣づけましょう！

③お風呂は早めに入りましょう！

④寝る直前はデジタル機器（スマホ、ゲー

ムなど）の利用を控えましょう！

⑤「早寝早起き」で必要な睡眠時間を確保

しましょう！

⑥生活習慣を整えて、体内時計のリズムを

保ちましょう！

　前回報告以降、字占冠と双珠別で、住民のご協力
により計3頭を捕獲し、年度の累計は12頭になりま
した。アライグマ用の箱わなで、同じく防除計画対
象のミンクも2頭、駆除しています。
　アライグマは、冬も不活発ながら冬眠はせず、
餌が乏しい分、捕獲しやすいともいわれま
す。引き続き捕獲に取り組んでまいります。

▶ミンク（字占冠11月）

　捕獲効率は0.9頭／日と高くはないですが、安全、
安心な狩猟環境が好評です。常連の方も多いほか、
初めて出猟やご家族でのご利用もあります。狩猟の
適正化を図りつつ、とっておきの休日を大切に過ご
すお手伝いもでき、ガイド冥利に尽きるところです。

アライグマ

エゾシカ

　11月10日現在まで、依然として静穏です。林内
に入ればそこそこの活動痕跡が見られますが、12
月中には次第に冬ごもりに入ると思われます。

ヒグマ

猟区の入猟対応について

酪農学園大学の動き

　この秋、香川県で家きん、紋別市で野鳥からウィ
ルスが出たことを受け、国と道、市町村が連携して
警戒を強めています。野鳥の死骸を見つけたら、手
を触れずに、まずはご一報ください。

高病原性鳥インフルエンザに関する対応


